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処理の特異性を説明するものとして weak Central Coherence（以下、wCC）仮説に注目し、研究























こと、その特徴は wCC 仮説で解釈が可能であり、文の意味全体をまとめあげることの困難が N400
振幅の低下に反映されることが示唆されたとしている。加えて著者は単語想起課題の目的語条件で
単語の想起数が少ない結果となったことも wCC仮説から説明可能であることを指摘し、結論として
ASD 児における wCC により意味をまとめあげることの弱さと、単語の意味表象の範囲が狭く、文脈
に合わせた拡がりや柔軟性の乏しさがあることが示唆されたとし、これらのことが、複雑な文章の
理解や語用における困難の背景の１つになっていることを指摘できると述べている｡さらに、得ら
れた知見を支援においても考慮すべきであることも指摘している。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
本研究は自閉スペクトラム症（ASD）における意味処理の特異性について、弱い中枢性統合（weak 
Central Coherence; wCC）仮説に基づき行動指標と生理指標を用いて検討した研究である。意味処
理における正誤判断のプロセスとともに語想起のプロセスを検討する一連の研究によって、定型発
達児者における意味処理の発達的変化が追認されたとともに、ASD 児における意味処理の特異性が
脳内処理レベルで生じている可能性を示唆する結果を得ている。これらの検討から、本研究を通し
て ASD児には文に対する意味処理にかかわる脳内処理過程に特異性があること、その特徴は wCC仮
説で解釈が可能であり、文の意味全体をまとめあげることの困難と、単語の意味表象の範囲が狭く、
文脈に合わせた拡がりや柔軟性の乏しさがあることが、複雑な文章の理解や語用における困難の背
景の１つになっていることを指摘するに至っている。本研究は、自閉スペクトラム症における意味
処理の特異性とその背景にある脳活動についての新たな知見を示したと判断でき、基礎研究を通し
て ASD児への教育的支援に示唆を与える重要な知見であると評価できる。 
令和２年２月１０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
